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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

大
澤
直
之
氏
（
第
一
生
命
教
育
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
科
・
歯
科
共
済
セ
ミ
ナ
ー

相
続
税
改
正
と
生
前
贈
与
の
活
用

日
時　

１
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

２
０
１
３
年
８
月
版

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

新
規
開
業
医
講
習
会
〈
新
規
個
別
指
導
編
〉

日
時　

１
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

長
尾
徹
氏
（
岡
崎
市
民
病
院
歯
科
口
腔
外
科
統
括
部

長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

１
月
度
生
涯
研
修

歯
科
・
口
腔
領
域
に
か
か
わ
る
外
傷
事
例
と
診
断
・

治
療
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

１
月
31
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
実
習
は
「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使

用
し
ま
す
。

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」基
礎
編

日
時　

２
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

こ
れ
か
ら
開
業
と
開
業
ま
も
な
い
会
員
を
対
象
に
、

募
集
・
面
接
か
ら
日
常
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

お
話
し
ま
す

新
規
開
業
医
講
習
会〈
雇
用
編
〉成
功
の
鍵
を
握
る
―
知
っ
て

お
き
た
い
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
・
面
接
か
ら
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

12
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

小
谷
泰
子
氏
（
寝
屋
川
市
開
業
、
大
阪
大
学
歯
学
部

附
属
病
院
顎
口
腔
機
能
治
療
部
招
聘
教
員
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

12
月
度
生
涯
研
修

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
口
腔
機
能
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
睡

眠
時
無
呼
吸
、ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
、摂
食
・
嚥
下
障
害
に
つ
い
て

後
藤
道
夫
さ
ん（
都
留
文
科
大
学

名
誉
教
授　
　

）に
聞
く

危ない
国民皆保険国民皆保険がが

（下）

　

前
回
述
べ
た
保
険
外
医
療

の
拡
大
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

計
画
さ
れ
て
い
る
の
が
、
医

療
の
非
営
利
原
則
の
規
制
撤

廃
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、「
非
営
利
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
型

法
人
」
制
度
の
創
出
と
い
う

形
で
昨
秋
か
ら
旺
盛
な
議
論

が
始
ま
り
、
今
年
６
月
の

「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂

２
０
１
４
」
に
盛
り
込
ま
れ

た
。
も
と
も
と
は
、
地
域
の

医
療
と
介
護
が
有
機
的
に
関

連
し
あ
っ
た
提
供
体
制
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
検
討

さ
れ
て
き
た
も
の
。
複
数
の

医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人

な
ど
が
一
つ
の
大
き
な
法
人

の
会
員
法
人
と
し
て
、
そ
こ

に
参
加
で
き
る
制
度
と
い
う

ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

巨
大
医
療
系
法
人

の
創
出

　

そ
こ
に
、
医
療
を
戦
略
産

業
化
す
る
脈
絡
か
ら
、
事
業

規
模
が
数
千
億
円
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
メ
ガ
医
療
事
業
体

の
イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
だ
。
高
度
な
医
療
研

究
、
先
進
医
療
の
臨
床
試

験
、
保
険
外
併
用
療
養
、
さ

ら
に
、
高
度
な
医
療
パ
ッ
ク

の
中
・
後
進
国
向
け
輸
出
な

ど
の
拠
点
と
な
り
う
る
巨
大

医
療
系
法
人
の
創
出
と
い
う

目
標
が
か
ぶ
せ
ら
れ
た
。
大

学
病
院
を
大
学
か
ら
切
り
離

し
て
、
そ
こ
に
国
立
・
公
立

の
病
院
を
加
え
、
さ
ら
に
私

立
病
院
を
巻
き
込
も
う
、
と

い
う
構
想
の
よ
う
だ
。

　

新
た
な
メ
ガ
医
療
法
人
で

は
、
医
療
法
人
か
ら
介
護
の

株
式
会
社
へ
の
出
資
や
、
投

資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
病
院
施

設
建
設
、
医
療
法
人
の
土
地

賃
貸
業
務
が
許
可
さ
れ
る
な

ど
、
医
療
の
非
営
利
原
則
が

掘
り
崩
さ
れ
る
環
境
が
作
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
事
業
の
大
規

模
化
で
、
資
金
調
達
の
た
め

に
も
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
動

く
余
地
が
出
て
く
る
。

　

日
本
医
師
会
の
中
川
副
会

長
は
、
こ
の
構
想
に
つ
い
て

「
医
療
を
営
利
産
業
と
し
て

成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
意
図

が
明
ら
か
で
あ
り
、
全
く
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
批
判

し
て
い
る
。

国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
も

　

実
は
、
安
倍
政
権
は
も
う

一
つ
、
国
民
健
康
保
険
の
都

道
府
県
単
位
化
を
計
画
し
て

い
る
。
保
険
財
政
の
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
は
、
保
険
料
の
範
囲

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

都
道
府
県
は
、
保
険
料
を
上

げ
る
か
、
医
療
提
供
体
制
を

縮
小
す
る
か
、
選
ぶ
責
任
を

負
わ
さ
れ
る
。
医
療
責
任
の

都
道
府
県
化
と
で
も
い
う
べ

き
改
革
で
あ
る
。
医
療
保
険

は
国
の
財
政
責
任
を
外
さ

れ
、
地
域
互
助
組
合
化
す

る
。

　

低
収
入
で
保
険
料
の
支
払

い
に
苦
し
む
人
々
が
多
く
い

る
が
、
都
道
府
県
単
位
化
は

そ
う
し
た
人
々
を
今
以
上

に
、
保
険
給
付
か
ら
排
除
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

安
倍
政
権
は
、「
必
要
な

医
療
は
保
険
で
」
と
い
う
原

則
を
危
う
く
す
る
と
同
時

に
、
保
険
か
ら
事
実
上
排
除

さ
れ
る
人
々
を
増
や
す
改
革

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
皆

保
険
体
制
の
二
重
の
危
機
だ

と
思
う
。 

（
お
わ
り
）

本
社
会
を
「
平
和
と
民
主
主

義
」
の
基
本
線
か
ら
大
き
く
そ

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
加
え

て
、「
平
等
的
な
社
会
」
を
格

差
社
会
に
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
富
め
る
者
を
さ
ら
に
富
ま

せ
る
一
方
で
、
労
働
者
や
底
辺

の
人
々
を
切
り
捨
て
る
流
れ
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

首
相
が
今
、
総
選
挙
に
打
っ

て
出
た
の
は
、
経
済
が
さ
ら
に

悪
く
な
る
前
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と

考
え
た
た
め
だ
ろ
う
。
対
抗
す

べ
き
野
党
が
ま
と
も
に
機
能
し

て
い
な
い
こ
と
も
計
算
に
入
っ

て
い
る
と
思
う
。

　

安
倍
政
権
は
最
低
で
あ
る
。

選
挙
で
は
安
倍
・
自
民
党
に
絶

対
投
票
し
な
い
と
決
意
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

の
が
目
的
で
あ
る
。

　

原
発
で
も
、
福
島
の
事
故
を

み
れ
ば
、
地
震
が
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
は

ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真

実
を
隠
し
、
す
り
か
え
て
再
稼

働
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

消
費
税
に
し
た
っ
て
、
過
去

の
例
で
は
法
人
税
減
税
と
セ
ッ

ト
だ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
増
税
分
は
全
て

社
会
保
障
に
使
う
と
、
い
ま
だ

に
う
そ
を
つ
い
て
い
る
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

と
、
い
ず
れ
も
ご
ま
か
し
の
説

明
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
う
見
て
く
る
と
、
彼
は
日

　

戦
後
の
首
相
の
中
で
安
倍
氏

は
最
低
最
悪
の
首
相
だ
。
日
本

の
基
本
姿
勢
を
ひ
っ
く
り
返
す

こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
そ
の
説

明
は
う
そ
と
詭
弁
（
き
べ
ん
）

に
満
ち
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
問

題
が
そ
う
だ
。

　

例
え
ば
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
。
日
本
の
防
衛
と
は

無
関
係
に
、
自
衛
隊
を
海
外
で

の
戦
闘
に
使
お
う
と
い
う
も
の

で
、
米
国
の
戦
争
に
協
力
す
る

今
後
も
暴
走
を
許
す
の
か
、
こ

こ
で
止
め
る
の
か
、
こ
の
解
散

総
選
挙
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
政
権
の
公
約
破
り
の

記
憶
が
残
り
、「
ど
う
せ
変
わ

ら
な
い
」
と
い
う
政
治
に
対
す

る
諦
め
が
有
権
者
の
中
に
あ

る
。
だ
が
、
棄
権
す
る
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
。「
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と

い
う
世
論
を
広
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
「
当

た
り
前
だ
っ
た
生
活
が
壊
れ
て

い
る
」
な
ど
生
活
実
感
に
基
づ

い
た
声
で
世
論
を
喚
起
す
る
必

要
が
あ
る
。
反
安
倍
票
を
増
や

し
、
自
民
党
の
議
席
を
一
つ
で

も
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

っ
た
。
収
入
は
目
減
り
し
、
多

く
の
市
民
が
経
済
政
策
の
効
果

に
実
感
が
な
い
と
答
え
て
い

る
。

　

麻
生
内
閣
の
よ
う
な
「
追
い

込
ま
れ
解
散
」
を
避
け
る
た
め

に
支
持
率
が
下
が
る
前
に
先
手

を
打
っ
た
と
い
う
の
が
解
散
の

本
音
だ
ろ
う
。

　

議
席
数
と
支
持
率
を
背
景
に

安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
、
特
定
秘
密
保
護
法

制
定
と
暴
走
し
続
け
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
格
差
は
さ
ら
に
進

行
し
、
戦
争
政
策
も
進
め
ら
れ

て
し
ま
う
。
一
歩
間
違
え
れ
ば

フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
な
る
恐
れ

も
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
う

呼
称
で
、「
長
い
経
済
的
閉
塞

感
を
打
破
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
国
民
の
期
待
を
引
き
付
け
、

支
持
率
を
保
っ
て
き
た
が
、
そ

の
経
済
政
策
の
破
綻
が
庶
民
に

わ
か
る
形
で
明
ら
か
と
な
っ
て

き
た
。

　

株
価
つ
り
上
げ
政
策
で
資
産

家
と
大
企
業
は
得
を
し
た
が
、

円
安
と
物
価
上
昇
で
中
小
企
業

と
家
計
は
ま
す
ま
す
打
撃
を
被

非
営
利
原
則
の
撤
廃
へ

協同組合

救急医薬品セットを販売救急医薬品セットを販売

　協会と保険医協同組合は、救急セッ
ト販売＆講習会を開催します。販売価
格は１万円（税別）。ご購入には、下
記の講習会の受講が必要です。申し込
み、お問い合わせは、
組合06-6568-2741（大和）まで。

「歯科で必要な救急薬品の知識」
講　師　砂田　一郎氏
日　時　12/14（日）
　　　　午前10時半～正午
会　場　保険医会館５F
会　費　無料

元
外
務
省
国
際
情
報
局
長　

孫
崎　

享う
け
る

さ
ん

慶
應
大
学
経
済
学
部
教
授　

金
子　

勝ま
さ
る

さ
ん

戦
後
最
低
最
悪
の
安
倍
首
相

一
歩
間
違
え
ば
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

衆議院選挙 私の審判衆議院選挙 私の審判


